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録

明
治
廿
九
年
穴
月
十
五
日
海
捕
概
況
報
告

岩
手
照
宮
古
測
候
所

明
治
廿
九
年
六
月
十
五
日
午
後
八
時
頃
の
海
噺
は
近
代
未
聞
の
一
大
津

浪
に
し
て
北
は
北
海
道
及
青
森
懸
の
一
部
よ
り
南
は
稿
島
阪
府
に
波
及
し
て

殆
ん
ど
数
百
里
に
亙
れ
り
。

就
中
被
害
の
首
な
る
地
方
は
本
阪
府
沿
海
一
帯
及
宮
城
勝
北
部
沿
海
に
し

て
共
の
残
酷
な
る
瞬
間
に
許
多
の
生
命
財
産
争
翠
翠
せ
り
。
然
り
而
し
て

本
勝
沿
岸
各
町
村
の
惨
害
は
震
に
名
赦
す
べ
か
ら
宇
。
木
所
所
在
地
近
傍

に
於
て
も
亦
惨
毒
を
蒙
ら
ざ
る
所
な
く
共
の
蓋
し
き
は
会
村
流
亡
せ
し
所

あ
り
。共

他
被
害
の
朕
況
を
一
々
記
す
れ
ば
枚
翠
に
逗
あ
ら
や
。
叉
北
ハ
の
懐
恰

た
る
有
様
は
殆
ん
ど
形
容
に
鮮
な
く
唯
酸
鼻
と
云
ふ
外
た
き
左
り
。
而
し

て
斯
の
如
き
惨
欣
を
呈
せ
し
首
な
る
地
方
に
於
て
も
被
害
の
度
に
軽
重
あ

り
て
本
所
々
在
地
の
如
き
は
割
合
に
少
き
方
に
て
此
等
は
他
に
一
、
二
の

理
由
あ
れ
ど
も
概
ね
港
湾
の
地
形
に
閲
す
る
も
の

L
如
し
ι

古
来
よ
り
太
平
洋
沿
岸
地
方
は
海
鳴
の
害
は
菟
れ
ざ
る
も
の
L

如
し
。

而
し
て
未
だ
奮
記
を
調
査
す
る
の
暇
た
き
を
以
て
営
地
方
の
も
θ

に
於
て

は
未
だ
明
瞭
左
ら
宇
左
離
も
去
今
二
百
八
十
年
前
元
和
二
年
(
月
日
不
明
)

に
大
海
噺
あ
り
し
止
。
叉
四
十
年
前
安
政
三
年
七
月
二
十
三
日
ペ
陰
暦
)

正
午
頃
に
起
り
し
も
の
は
所
に
依
り
(
青
森
八
戸
地
方
は
甚
し
か
り
し
由
)

被
害
を
蒙
り
し
も
這
同
の
海
鳴
に
及
ば
ざ
る
と
と
遥
か
に
遠
く
元
も
地
震

は
強
く
且
つ
頻
繁
友
り
し
主
云
へ
り
。

今
這
般
の
海
鳴
に
就
き
本
所
に
於
て
観
測
調
盗
せ
し
要
領
は
左
の
如

し

海
捕
の
現
象
及
其
原
因

今
般
の
大
海
噺
の
起
始
は
(
海
水
の
始
め
て
退
減
し
始
め
し
時
刻
)
夜

間
の
と
主
ゆ
へ
精
測
し
能
は
ざ
れ
ど
も
凡
そ
午
後
七
時
五
す
八
刀
頃
に
し
て

最
初
の
地
震
待
、
約
十
八
分
を
経
た
る
な
る
ぺ
し
。
共
後
十
分
時
聞
を
過
ぎ

午
符
八
時
頃
増
水
し
婁
時
に
し
て
梢
々
退
減
し
同
八
時
七
分
に
至
り
最
え

劇
烈
た
る
も
の
轟
々
遠
雷
の
如
き
響
を
・
な
し
て
襲
来
し
爾
後
八
時
十
五

分
、
八
時
三
十
二
分
、
八
時
四
十
八
分
、
八
時
五
十
九
分
、
九
時
十
六
分

及
九
時
五
十
分
の
六
回
著
し
き
増
水
あ
り
し
も
勢
力
は
漸
弐
減
殺
せ
り
。

而
し
て
一
'
大
一
惨
欣
を
呈
せ
し
は
第
二
岡
目
の
激
浪
に
し
て
忽
諸
の
聞
に

幾
多
の
生
命
財
産
を
一
掃
し
去
れ
り
。
雨
後
翌
十
六
日
正
午
頃
、
ま
で
は
憶

に
海
水
の
増
減
あ
り
し
も
頗
る
軽
少
に
し
て
精
密
の
観
測
を
な
さ
ざ
れ
ば

一ムハ



知
る
べ
か
ら
や

J

。

又
共
著
明
な
る
増
減
は
往
復
八
同
共
の
往
復
振
動
期
は
約
十
分
内
外
に

し
て
最
大
波
浪
ほ
湾
内
に
於
て
約
一
丈
五
六
尺
な
り
し
。

一
万
来
津
浪
を
起
す
原
凶
に
二
種
あ
り
、
暴
風
及
地
震
是
な
り
。

而
し
て
海
噺
首
時
の
気
象
を
通
観
す
る
に
連
日
高
気
堅
は
大
平
洋
に
低

気
犀
は
日
本
海
方
面
に
掠
張
且
つ
共
差
は
僅
少
に
し
て
暴
風
の
兆
候
な

く
、
又
営
時
の
地
震
に
依
り
観
察
す
る
も
其
原
因
は
暴
風
に
あ
ら
宇
し

て
を
く
地
震
津
浪
な
り
し
と
'
ど
は
明
瞭
な
り
。

3

抑
震
源
の
海
中
若
く
は
海
岸
に
あ
り
て
強
き
震
動
を
後
起
す
る
と
き
は

海
水
に
激
動
を
阻
(
ヘ
水
震
(
所
謂
津
浪
〉
を
起
し
時
p

と
し
て
は
沿
海
に
非

常
の
災
害
を
及
す
と
と
あ
り
て
即
ち
這
同
の
如
き
現
象
を
後
生
す
る
も
の

な
れ
ば
海
中
大
震
あ
り
し
は
疑
ひ
・
な
き
も
の

L
如
し
。

海
嘱
前
後
の
地
震
友
震
原

営
地
方
は
平
常
地
震
多
き
方
に
あ
ら
や
ノ
、
本
所
創
業
以
来
の
観
測
に
擦

れ
ば
平
均
一
年
間
に
十
五
同
た
れ
ど
も
二
十
七
年
及
二
十
八
年
は
平
年
よ

り
二
倍
飴
の
多
震
に
し
て
印
ち
二
ヶ
年
ー
と
も
三
十
二
同
を
観
測
せ
り
。

而
し
て
斯
〈
震
教
の
増
加
せ
し
は
二
十
七
年
三
月
二
十
二
日
根
室
地
方
に

於
け
る
犬
震
の
飴
波
守
蒙
り
所
謂
飴
震
へ
俗
に
揺
り
返
し
ー
と
名
づ
く
る
も

の
)
に
関
係
す
る
や
も
闘
ら
れ
ざ
れ
ど
も
亦
遣
問
の
災
害
を
起
す
原
因
な

一
六
四

り
し
や
も
知
る
べ
か
ら
や
。

角
低
本
年
一
月
以
来
概
ね
平
均
以
上
の
多
震
に
し
て
就
中
四
月
に
至
り

十
六
同
な
る
非
常
の
震
教
を
一
不
せ
り
。

是
或
は
今
同
の
前
兆
に
あ
ら
ざ
る
か
兎
に
角
異
例
の
現
象
を
呈
せ
り
。

爾
後
は
別
に
異
欣
泣
か
り
し
が
六
月
十
五
日
午
後
七
時
三
十
二
分
三
十
秒

に
至
っ
て
精
々
弱
震
し
殆
ん
ど
東
西
の
方
向
を
以
て
五
分
間
水
平
に
震
動

し
頗
る
媛
慢
左
り
し
。
共
で
同
七
時
五
十
三
分
三
十
秒
に
微
震
し
爾
後
頗

繁
鰻
震
し
八
時
よ
り
九
時
の
間
に
四
岡
、
九
時
よ
り
十
時
の
間
に
四
岡
、
・

十
時
よ
り
十
一
時
の
聞
に
一
問
、
十
一
時
よ
り
夜
半
ま
で
に
二
同
の
微
震

あ
り
て
計
十
三
岡
を
観
測
し
、
翌
十
六
日
は
十
三
岡
、
十
七
日
十
二
問
、
十

八
日
は
六
岡
、
十
九
日
は
二
岡
、
二
十
日
は
問
岡
、
二
十
一
日
は
一
岡
、

二
十
二
日
は
三
岡
、
二
十
三
、
四
日
は
各
一
岡
、
二
十
五
日
は
三
同
の
徴

弱
震
あ
り
し
も
就
中
微
震
最
も
多
く
叉
上
下
動
は
甚
だ
稀
左
り
。

上
来
述
ぶ
る
所
に
依
て
観
る
も
這
般
の
災
一
愛
は
地
震
津
浪
在
る
と
と
明

瞭
た
り
、
然
り
而
し
て
震
原
は
何
庭
な
る
や
は
未
だ
十
分
材
料
を
得
ざ
れ

ば
推
算
し
能
は
ざ
れ

E
も
、
概
ね
海
岸
を
去
る
三
十
里
乃
至
三
十
五
里
遺

に
あ
り
し
も
の
L

如
〈
、
即
ち
本
所
に
於
て
観
測
せ
し
結
果
並
に
一
昨
年

根
室
大
震
の
際
本
所
に
影
響
せ
し
地
震
津
浪
等
の
成
績
に
依
て
概
算
を
施

す
'
と
き
は
、
本
所
よ
り
東
南
東
に
方
り
大
凡
東
経
百
四
十
五
度
、
北
緯
三



十
九
度
遅
に
震
央
あ
り
じ
も
の
の
如
く
角
地
震
の
性
質
友
タ
ス
カ
ロ
ラ
海

溝
の
関
係
等
よ
り
観
察
を
下
ず
し
乙
き
は
根
室
大
震
の
時
の
如
く
地
、
に
な
り

し
や
も
知
る
べ
か
ら
宇
。

海
捕
前
後
の
気
象

気
候
在
地
震
・
と
相
関
係
す
る
止
は
往
昔
よ
り
人
の
唱
ふ
る
所
在
れ
ど
も

是
等
の
関
係
を
し
て
明
瞭
た
ら
し
む
る
は
容
易
の
と
と
に
あ
ら
や
口
然
れ

ど
も
今
試
み
に
本
所
に
於
て
従
来
観
測
せ
し
結
果
に
依
り
調
査
せ
し
大
要

を
叙
し
参
考
に
供
せ
ん
。

ム
筑
摩
は
咋
二
十
八
年
に
於
で
は
多
少
の
高
低
と
そ
あ
れ
粗
ぼ
平
年
に
均

し
き
曲
線
を
示
せ
し
が
一
月
よ
り
四
月
ま
で
は
柏
々
不
規
則
の
昇
降
を
な

ぜ
り
。
而
し
て
本
年
一
月
に
至
り
非
常
に
低
康
二
七
百
五
十
四
粍
に
し
て

平
年
よ
り
低
き
と
L
C

三
粍
六
)
を
示
し
、
二
月
は
念
昇
し
て
七
百
六
十
一

'
粍
一
一
一
の
最
高
を
示
し
平
年
よ
り
一
一
粍
四
高
く
爾
後
は
一
粍
乃
至
二
粍
の
高

原
一
な
り
し
。

温
度
は
昨
年
及
本
年
と
も
概
ね
高
湿
の
方
に
し
て
二
十
八
年
は
一
月
、

三
月
、
六
月
、
七
丹
、
八
月
、
及
十
一
丹
は
柏
々
低
湿
な
り
し
も
共
他
の

各
月
は
高
温
た
り
し
。
本
年
は
三
月
に
低
湿
に
し
て
共
他
は
高
湿
な
り
し
。

協
度
は
二
十
八
年
に
於
て
三
月
及
八
月
は
僅
に
多
漁
に
七
月
は
平
年
に

等
し
く
其
他
の
各
月
は
多
少
の
差
と
そ
あ
れ
敦
れ
も
乾
燥
た
り
し
G

冊
し

て
本
年
は
二
月
の
多
漁
を
除
き
執
れ
も
乾
燥
の
億
た
り
し
。

雨
量
は
二
十
八
年
一
月
は
少
量
に
二
月
は
多
量
に
し
て
三
月
以
後
再
び

少
量
た
り
し
が
七
月
に
至
り
二
白
五
十
粍
以
上
の
多
量
な
り
し
、
爾
後
一

多
一
少
に
し
て
不
規
則
、
な
り
し
も
概
ね
上
半
年
は
少
量
に
下
牛
年
は
多
量

な
り
し
、
而
し
て
本
年
は
二
月
に
於
て
殆
ん
ど
二
百
粍
近
き
多
量
の
降
雨

あ
り
し
の
み
に
て
其
他
は
執
れ
も
平
年
よ
り
も
少
量
な
り
し
。

更
に
本
月
十
五
日
前
後
十
日
間
の
気
象
を
調
査
す
る
に
気
墜
に
於
て
は

八
日
及
十
日
は
殆
ん
ど
平
年
に
均
し
く
九
日
は
平
年
以
下
に
あ
り
、
爾
後

十
八
日
ま
で
は
敦
れ
も
高
感
泣
り
、
而
し
て
愛
災
後
三
日
目
印
ち
十
七
日

よ
り
急
降
し
十
九
日
は
平
年
以
下
の
度
を
示
し
二
十
一
日
最
低
七
百
四
十

六
粍
七
(
十
九
日
午
前
六
時
低
部
位
朝
鮮
海
峡
を
占
領
し
海
上
不
穏
の
民

あ
り

L
が
此
低
気
歴
漸
弐
北
東
方
に
進
行
し
て
二
十
一
日
頃
は
本
州
北
部

を
占
領
せ
し
を
以
て
斯
の
如
く
低
下
せ
し
な
ら
ん
)
に
達
し
夫
よ
り
上
昇

し
て
二
十
三
日
に
至
り
平
年
以
上
に
昇
れ
り

d

温
度
は
五
日
及
六
日
に
殆
ん
ど
向
度
・
な
り
し
が
爾
後
多
少
の
差
あ
れ
ど

も
高
温
に
し
て
二
十
一
日
に
至
り
漸
く
平
年
に
近
似
せ
り
。
滋
度
は
五
、

六
の
雨
日
は
多
漁
左
り
し
が
七
日
よ
り
十
度
以
上
の
乾
燥
に
し
て
十
五
、

十
六
の
雨
日
は
再
び
多
混
在
た
り
雨
後
は
湛
し
き
差
異
・
泣
か
り
し
。

雨
量
は
五
日
よ
り
十
三
日
ま
で
は
寡
雨
に
し
て
十
四
日
及
十
五
日
は
千

三
六
五



年
よ
り
多
く
十
六
日
に
至
り
寡
少
左
左
り
し
も
二
十
一
日
の
多
雨
を
除
き

て
は
格
別
の
差
異
な
か
り
し
。

之
れ
を
要
す
る
に
気
堅
気
温
は
共
に
高
位
を
占
め
且
つ
乾
燥
乏
雨
の
候

た
り
し
、
殊
に
綿
製
災
前
は
愛
化
著
し
く
し
て
爾
後
は
粉
々
平
常
に
復
せ
し

の
感
あ
り
、
然
れ
ど
も
前
に
述
べ
あ
る
が
如
く
此
等
の
閲
係
を
し
て
明
瞭

な
ら
し
む
る
は
機
密
の
調
益
を
な
さ
ざ
れ
ば
俄
か
に
言
明
し
能
は
宇
、
暫

〈
設
に
大
要
を
記
す
る
の
み
。

実

報

管
内
各
郡
役
所
よ
り
の
地
震
報
告
中
未
達
の
箇
所
あ
れ
ど
も
執
れ
も
営

時
各
所
に
数
同
の
微
震
あ
り
て
過
宇
南
東
、
北
西
若
く
は
束
、
西
の
水
平

動
な
り
、
而
し
て
謄
津
郡
水
津
町
に
於
て
は
大
砲
の
如
き
一
音
響
三
同
あ
り

し
在
、
又
二
戸
郡
一
楠
岡
町
に
於
て
は
震
動
後
十
分
を
経
て
戸
外
通
草
の
き

し
る
が
如
き
整
響
を
聞
き
し
が
夫
よ
り
六
分
を
過
ぎ
て
忽
然
頭
上
迅
雷
の

轟
く
vT
遠
き
に
聞
く
が
如
き
響
あ
り
、
前
後
共
其
方
位
に
あ
り
し
が
如
し

ー
と
報
ぜ
り
。
翌
十
六
日
も
引
績
き
各
所
に
微
弱
震
数
向
島
り
稀
に
は
強
震

を
報
ぜ
り
、
今
本
所
に
建
せ
し
臨
時
報
告
を
摘
記
す
れ
ば
左
の
如
し
中

海
時
臨
時
報
告

二
十
九
年
六
月
十
六
日
午
後

八
時
四
十
五
分
後
本
所
宛

(
電
報
)
昨
夜
午
後
九
時
門
前
、
野
田
村
、
中
野
字
小
子
内
原
子
内
は
九
分
通
り
、

南
北
九
戸
郡
役
所

一
六
六

侍
演
、
種
市
、
夏
井
、
長
内
の
一
部
流
失
死
傷
多
し
ロ

同

上

六

月

十

八

日

午

前

十
一
時
三
十
五
分
設
本
所
宛

(
電
報
〉
十
五
日
午
後
九
時
津
浪
本
郡
内
流
失
凡
一
千
四
百
戸
死
亡
凡
七
千
人
惨
状

極
り
な
し
盛
町
無
事
。

向

上

六

月

二

十

日

付

西

南

閉

伊

郡

役

所

本
所
宛

(
摘
要
)
本
月
十
五
日
午
後
八
時
三
十
分
前
後
地
震
あ
り
矯
め
に
海
水
激
騰
大
海
脇
市

を
起
し
其
高
さ
五
ム
礼
儀
沿
岸
を
襲
来
す
る
の
一
音
響
恰
も
雷
鳴
の
如
し
、
忽
ち
沿
岸

の
家
屋
を
浸
す
る
も
の
数
里
に
互
り
人
命
財
産
を
蕩
童
ず
る
ζ

と
無
算
云
々
。

同

上

六

月

二

十

三

日

附

気

仙

郡

役

，

所

本
所
宛

(
摘
要
)
本
月
十
五
日
午
後
四
時
服
雨
後
ち
細
雨
と
な
り
同
九
時
に
垂
と
し
南
東
方

に
発
砲
の
如
き
一
音
引
績
き
三
度
あ
り
(
盛
市
街
中
に
は
必
付
か
ぎ
り
し
も
の
多

L
)
、
沿
海
魚
村
に
於
て
は
皆
軍
艦
の
帯
、
砲
と
の
み
岡
山
ひ
し
に
暫
時
に
し
て
猛
烈

な
る
海
附
襲
来
、
時
肢
に
午
後
九
時
過
暗
夜
照
尺
を
弊
ぜ
ず
概
ね
避
難
に
遣
な
く

家
屋
と
共
に
掃
盤
せ
ら
れ
其
内
水
糠
に
達
し
或
は
億
倖
に
も
波
に
打
揚
げ
ら
れ
た

る
等
九
死
に
一
生
を
得
た
る
も
の
も
岩
石
木
竹
に
鰯
れ
多
・
少
の
庇
を
被
ら
ざ
る
な

〈
海
時
の
柏
々
鎮
静
す
る
に
至
る
ま
で
の
問
は
凡
そ
一
時
間
、
天
明
被
害
の
扶
況

を
一
見
す
れ
ば
港
糠
の
位
置
地
勢
の
蔚
狭
に
よ
り
一
様
な
ら
ざ
れ
ど
も
概
ね
洋
中

に
突
出
し
且
つ
大
洋
に
面
せ
ろ
部
分
に
被
害
多
く
波
浪
の
最
高
は
凡
そ
水
面
よ
り

百
尺
の
高
庭
に
達
し
最
低
と
雄
も
三
十
尺
に
下
も
ず
、
大
樹
を
抜
き
山
を
崩
し
家

屋
倉
庫
粉
砕
し
て
留
ど
め
し
も
の
・
少
な
く
木
材
家
具
等
海
演
に
散
説
し
或
は
洋
中

に
漂
流
せ
る
も
の
多
〈
、
叉
陸
上
各
所
に
散
見
す
る
所
の
死
屍
は
脳
を
破
り
骨
を

砕
き
皮
尉
を
傷
り
腸
を
露
し
其
惨
恒
た
る
景
況
は
克
〈
言
語
り
童
す
所
に
あ
ら
ず

一疋一戸。

気

仙

郡

役

所



同

上

六

月

二

十

七

日

付

本
所
宛

(
摘
要
)
去
十
五
日
午
後
七
時
頃
よ
り
徴
震
数
同
濃
霧
濠
瀧
同
七
時
三
十
分
頃
に
至

り
幽
に
鳴
動
す
る
二
三
問
、
同
八
時
二
十
分
頃
砲
撃
。
如
き
も
の
二
三
同
を
聞
く

と
共
に
百
雷
一
時
に
轟
く
が
如
き
凄
き
一
音
響
と
共
に
教
主
の
波
浪
襲
来
し
忽
ち
人

審
家
屋
を
捲
き
去
り
沿
海
は
何
れ
も
高
所
な
る
山
麓
を
浸
襲
破
壊
せ
り
、
而
し
て

全
く
退
潮
せ
し
は
同
八
時
三
十
分
内
外
な
ら
ん
云
一
五
。

南
北
九
戸
郡
役
所

山
形
測
候
所
員
よ
り
の
通
信
に
擦
れ
ば
営
日
同
所
に
も
地
震
あ
り
、
且

遠
雷
の
如
き
響
を
聞
き
或
は
近
阪
府
に
大
地
震
に
て
も
あ
ら
ざ
り
し
ゃ
を
疑

君E気f山郡

本
牒
管
内
海
晴
被
害
概
数
取
調
一
覧
表

町

やf

吉越綾赤大未康小来高気

喜舟
潰 里山者 崎田友崎田 f山

来 i度

口

一
四

三
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一
四
一
二

二一一一一

九
六

O

八
三
二

五

O
六

三
三

O

八

O
二

九
八
二

死

亡

へ
り
'yhu

叉
根
室
測
候
所
員
よ
り
も
微
震
且
つ
小
津
浪
あ
り
し
を
通
報
せ

り
山
口
同
時
海
上
に
あ
り
し
営
地
方
の
漁
者
の
訟
に
は
別
段
異
欣
な
か
り
し
と

云
へ
る
も
の
多
し
、
尤
も
稀
に
は
潮
流
念
な
り
し
を
唱
ふ
る
も
の
も
あ
り

し
、
共
他
井
水
の
減
量
水
混
の
昇
降
等
種
々
の
訟
を
唱
ふ
る
も
の
あ
れ
ど

も
未
だ
俄
か
に
信
恋
し
難
き
を
以
て
省
略
し
ぬ
。
但
し
被
害
の
一
班
を
知

ら
し
め
ん
祭
め
本
廓
管
内
に
於
け
る
被
害
の
概
表
を
附
す
。
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月
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む
b降雨む降雨分止

微震十 む 事

言十

一
O
三
七
七
二
一

備
考
六
月
十
五
日
午
後
七
時
三
十
二
分
二
十
三
秒
弱
震
起
り
(
緩
慢
な
る
東
西
動
)

品
川
五
分
間
震
動
し
次
で
同
七
時
五
十
三
分
三
十
秒
に
俊
震
し
爾
後
額
繁
に
縞
震
し

三
二
八

四
一
一

四
七
二

一
八
五

二
二
八

六
五
五

二
九
三
六

八
時
よ
り
九
時
の
間
に
四
回
、
九
時
よ
り
十
時
の
聞
に
四
問
、
十
時
よ
り
十
一
時

の
間
に
一
回
十
一
時
よ
り
夜
半
ま
で
に
二
回
の
鮫
震
あ
り
て
計
十
三
岡
を
観
測
せ

六
九



り
。
翌
十
六
日
は
十
三
岡
、
十
土
日
は
十
二
同
、
十
八
日
は
六
同
、
十
九
日
は
一
一

同
一
二
十
4

日
は
四
岡
、
二
十
一
日
は
一
同
、
二
十
二
日
は
三
岡
、
二
十
三
、
一
二
十

四
日
は
各
一
岡
、
二
十
五
日
は
三
岡
の
微
震
あ
り
し
も
就
中
微
震
最
も
多
く
叉
上

下
動
は
甚
だ
様
な
り
し
ロ

織
笠
村
住
民
八
胃
建
立
従
三
位
伯
傍
南
部
利
恭
題
字

明
治
廿
九
年
六
月
十
五
日
自
朝
冥
漆
山
岳
翠
翰
形
及
夜
地
震
而
以
共
揺
不

劇
且
此
日
営
陰
極
五
々
陶
酔
端
午
之
酒
人
多
不
警
無
幾
海
上
鳴
動
忽
濁
浪

起
子
前
崩
山
抜
樹
到
屋
漬
夫
蕩
夷
袈
元
無
矛
遺
如
此
者
北
従
陸
奥
白
銀
演

南
至
陸
前
志
津
川
溺
死
者
三
寓
死
屍
明
治
々
拾
収
総
月
事

連

上

関

上

震
悼
印
波
侍
従
撫
値
災
民
内
外
士
山
士
争
脆
衣
鱈
金
弔
慰
英
不
至
有
司
亦
日

夜
奔
走
致
力
子
救
助
災
飴
之
民
抑
制
以
兎
流
離
之
難
突
我
織
笠
村
瀬
田
却
丈
飴

及
坊
主
山
下
溺
死
七
十
二
流
屋
五
十
六
船
舶
五
十
六
牛
馬
倉
庫
数
十
橋
梁

.
二
水
閏
十
六
町
陸
田
六
町
宅
地
六
町
悉
属
荒
慶
瑳
人
世
之
無
常
時
唆
災
之
不

可
測
如
此
宣
可
不
恐
而
一
位
一
一
画
哉
今
設
営
三
週
年
建
石
以
勃
芳
明
治
三
十
一
年

六
月

海
瞬
間
記
念
碑

恰
営
端
午
佳
節
家
々
醇
硯
沼
之
日
突
如
而
来
忽
現
出
阿
鼻
叫
喚
修
羅
巷
明

治
二
十
九
年
六
月
十
五
日
之
海
噺
宣
夫
不
無
残
乎
今
概
記
光
景
此
日
陰
雲

三
七

O

暗
憎
時
々
雨
至
於
葎
暮
感
弱
震
数
同
後
逢
間
知
段
々
遠
雷
異
響
人
皆
惟
之

偶
数
丈
洪
議
宛
如
疾
風
激
一
栄
治
雨
同
破
砕
家
屋
姥
人
畜
頗
根
惨
ム
犬
木
村
共

害
最
湛
者
銭
高
演
金
演
二
直
及
磯
鶏
直
内
石
崎
飛
鳥
方
自
演
叫
所
流
犬
家

屋
百
廿
一
戸
死
者
九
十
六
名
海
耐
川
区
域
南
自
陸
前
石
巻
北
至
陸
奥
北
郡
奪

生
霊
殆
三
寓
可
謂
極
悲
惨
突
今
設
丁
七
年
忌
篤
紀
念
磯
鶏
匡
民
一
同
及
愛

友
圏
員
相
謀
建
碑
以
停
後
昆
云
爾

磯
鶏
医

明
治
三
十
五
年
五
月

横
死
者

流
犬
家
屋

男
廿
七
人

女
三
十
一
人

五
十
三
戸

A
T
潰
十
戸

明
治
廿
九
年
六
月
十
五
日
営
陰
暦
端
午
此
日
白
羽
濃
霧
濠
々
覆
山
海
間
隔

不
別
島
白
及
黄
昏
地
震
再
同
而
其
揺
水
平
動
梢
緩
慢
不
敢
警
無
幾
海
上
透

開
如
地
聾
異
響
人
皆
佐
之
忽
数
丈
洪
議
如
疾
風
襲
米
捷
治
三
同
二
弐
最
激

甚
破
砕
家
屋
幾
人
畜
頗
惨
劇
如
此
者
北
従
陸
奥
泊
南
至
陸
前
志
津
川
溺
死

者
殆
三
寓
流
失
家
屋
奉
不
可
数
我
鍬
ケ
崎
町
死
者
流
屋
般
舶

淘
可
謂
極
悲
惨
本
零
於
単
一
段
有
幻
燈
命
日
児
童
及
父
兄
等
参
観
者
多

教
傍
倖
免
難
尖
嵯
呼
人
世
之
無
常
時
従
災
・
之
不
可
測
夫
如
此
量
不
可
恐
而
紘
一
一
日

哉
今
設
営
十
三
年
忌
建
碑
勃
一
方
以
倖
後
昆
云
爾




